
2026.5.27 収支結果

今日の敗因→①同じ大きさの大陰線が2連続発生後の下値を追ったショート。
対策①大陰線2・4回連続は買いでエントリー。この場合いったんのリバ狙いで即動いた方向に決済。うだうだするようなら下

にどすんあること多いからそれも即決済
今日の敗因→②上昇トレンドから下降トレンド転換を狙った、下値を追うショート。

対策②トレンドの転換を狙ったエントリーはしない。このパターンでうまくいったことあんまりないのにやってしまう。
なぜなら取れるときめっちゃとれるから。でも確率低くてただの押し目のことが多い。

めちゃくちゃすけべな取引✕。トレンドを確認して、トレンドが継続するていの戻り売りと、押し目買いのみにする。
今日のSBGにも見られたが、下降トレンド中のいったんの上昇（トレンド転換はしていないが陽線が3個くらい続くだましのや
つ）で、5日線と乖離して上に推移しているときに、5日線を明確に割れたらショート入れて、5日線を上に突き抜けたら利確に

する。
今日の敗因→③ただ下値を追うショート 対策③行けると思わないルールに追加してエントリー禁止とする
取れる人は取れるけど、自分は取れない。取れるときは取れるけど、トータル安定しないあきらめようね

今日の敗因→④横横になっていて方向感がないにもかかわらず、根拠が薄い（25日線で押さえつけられそうというだけ）取引
対策④25日線で押さえつけられるのはあくまで1つの根拠。1.明確に下降トレンド中。2.5日線と乖離した位置でローソクが推移
しているときに、5日線を急激に上抜け（巨大陰線の場合はセリクラの可能性あり逆に買い。下に行くなら損切）3.2の陽線が25
日線で押さえつけられて上抜け出来ないこと確認。など複数根拠が揃ってエントリーする。ただの横横中に移動平均線で押さ

えつけられそうだけでは、勝っても運。そういうのやらない

惜しいトレード
①箇所は、かなり根拠が重なっている箇所での取引だった。（5個重なってた）

1.下降トレンド継続。2.上値切り下げ線で押さえつけ。3.25日線で重複押さえつけ。4.POC重複押さえつけ。
5.5日線と比較的乖離した陽線が2～4のローソクとして発生。

結果的には、900円損切になった。なぜなら、エントリー位置が悪いから。こういう時は機会損失になっても良いから、抵抗と
なる箇所を少し過ぎた位置に指値をする。抵抗ラインを割れたら売りの損切が発生し、買戻しが重複発生して少し上抜けする。
その買戻しに自分も参加してしまって切らされている。その買戻しのエネルギーは一瞬で継続性はなく、ともともとの売り圧

で下がって、上昇トレンド入りだと高値つかまされた人の損切が重なってどんどん下げていっている。
ここをエントリー良くできていたら、ルール通り取引きして100ティック抜けてた。

総括
なんの根拠もない何となくトレードと、取り返そうとする感情だけで取引きする感情トレードは行わなかった。
しかし、根拠が薄いトレードと、取れるときは取れるけど確率が低いトレードなど無駄なトレードがまだまだある。

チャンスを待つことができるようになって待つ時間が⾧い状態になっては来たが、まだ甘い。安定的に勝つためには、甘いト
レードを完全に排除していくしかない。無駄なトレードが-8330円分、惜しいトレードで逃した1万1千円を収支換算すると、今
日はプラスで終えられてた。さらに、プラス収支の場合、13時半からは今日は終了としてたはずだから、②のトレードしてな

かったと思う。
今日が、収支-12870円だから、9510円の収支になってた。（ルール通りやって利益伸ばせたとしての話）


